
祭
鵜
闘
係
撒
跡
の
考
察
ハ
依
藤
〉

櫨
剛
工
十
山
ハ
巻
　
　
帯
磁
號
　
　
　
二
七
山
ハ

祭
祀
關
係
遺
跡
の
考
察

佐

ぐ
良
、4
募

↓
∬

虎

雄

緒

払肖溺

　
近
年
國
膿
明
徴
・
敬
融
．
崇
組
の
風
が
高
唱
せ
ら
れ
、
國
奥
の
方

面
に
煮
て
も
紳
道
・
祭
祀
等
の
研
究
が
惜
し
く
盛
に
な
っ
た
。
祭

祀
に
就
い
て
は
記
紀
等
の
古
典
は
じ
め
、
幾
多
の
文
獄
に
よ
っ
て

天
紳
地
紙
或
は
報
紳
氏
榊
を
祭
の
種
々
の
祭
祀
を
執
行
つ
た
事
實

を
傳
へ
，
此
の
方
面
は
從
來
相
當
に
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
來
允
と

こ
ろ
で
あ
る
。
然
る
に
近
時
考
古
三
三
方
面
の
新
し
い
研
究
に
よ

れ
ば
、
能
史
時
代
・
原
史
時
代
に
わ
た
り
、
古
代
の
筆
跡
の
中
に

當
時
の
祭
祀
一
關
係
と
推
定
せ
ら
る
鼠
も
の
が
所
々
に
獲
見
せ
ら
れ

て
來
た
。
之
に
よ
る
と
我
が
國
に
於
、
け
る
祭
祀
の
源
流
の
悠
遠
に

し
て
面
も
殆
ん
ど
呉
罷
化
し
て
み
た
こ
と
が
伺
は
れ
る
。

　
我
が
國
…
古
來
丁
の
砥
が
祀
に
就
い
て
は
古
豊
ハ
丈
翻
獄
に
よ
っ
て
そ
の
形

式
方
法
を
大
膿
知
る
こ
と
が
繊
來
る
が
、
　
｝
々
の
三
三
的
な
事
象

に
就
い
て
は
更
に
そ
の
遺
跡
遣
物
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
併
し
か
隠
る
研
究
は
近
年
漸
く
そ
の
繕
に
就
い
た
ば
か
り
の

所
謂
玉
壷
期
で
あ
る
。
薩
っ
て
未
解
決
の
問
題
が
多
々
あ
る
の
で

あ
る
が
、
こ
玉
に
敢
え
て
祭
祀
關
係
の
遺
跡
を
述
べ
て
考
察
し
て

見
度
い
と
思
ふ
。一

般
遺
跡
と
の
關
係

　
我
が
上
代
に
祭
祀
を
行
つ
恋
場
所
は
我
々
の
搬
先
氏
族
の
居
住

地
、
若
し
く
は
其
の
勢
力
脳
内
に
存
す
る
こ
と
が
多
く
、
全
く
遠

隔…

ﾌ
地
に
あ
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
・
な
い
。
即
ち
上
代
遺
跡
の
中

に
祭
麗
に
關
す
る
所
も
あ
り
、
古
い
榊
醗
が
上
代
遺
跡
地
に
鎭
座

し
て
み
る
の
も
之
が
た
め
で
あ
る
．
紳
耐
の
境
内
或
は
之
に
接
し

OS・2　）
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て
難
物
を
獲
隠
し
其
虞
が
上
代
焼
跡
な
る
を
知
る
場
合
が
独
女
に

し
て
あ
る
。
而
し
て
其
の
紳
髄
の
創
祀
及
び
其
後
の
祭
祀
が
遺
跡

と
薩
接
に
關
係
あ
り
ゃ
否
や
は
遮
に
決
す
る
こ
と
が
掛
較
な
い

が
、
少
く
と
も
其
の
遣
跡
の
藪
す
早
い
支
化
の
背
景
の
も
と
に
祭

麗
が
行
は
れ
た
こ
と
を
知
る
。

　
古
い
幽
艶
或
は
祭
縄
傳
承
地
が
石
器
時
代
の
遣
跡
に
鎭
座
し
．

或
は
獲
見
せ
ら
れ
る
こ
と
が
厩
々
あ
る
。
武
器
の
氷
川
着
船
・
下

　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
②

総
の
香
取
紳
宮
・
常
陸
の
鹿
島
融
宮
等
は
縄
丈
土
器
包
含
地
に
鎭

座
し
て
み
る
。
飛
騨
の
荒
城
御
隠
（
式
内
祉
）
で
は
昭
和
七
年
鴛
月

本
殿
基
礎
工
蘂
中
．
石
斧
・
石
鎚
及
び
縄
文
土
器
を
大
和
の
石
上

紳
宮
境
内
よ
り
は
石
鑑
を
夫
々
獲
指
し
た
。
大
和
南
葛
城
郡
御
所

　
　
③

町
の
鴨
津
波
憩
計
一
（
式
内
融
）
附
近
や
曾
我
都
姥
古
滑
滑
一
の
壁
隣
田

畑
の
増
嵩
に
よ
っ
て
何
れ
も
重
要
な
石
器
時
代
選
跡
な
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

知
ら
れ
た
。
大
榊
瀞
　
就
の
三
輪
由
附
近
を
被
ふ
と
こ
ろ
の
神
鏡
暦

は
何
れ
も
彌
生
式
土
器
を
俘
ふ
石
器
瞬
．
代
讃
…
跡
を
以
て
充
さ
れ
、

謎
の
翻
魏
（
式
違
の
欝
も
塞
電
器
の
包
含
地
で

あ
る
。榊

融
の
境
内
よ
り
銅
鐸
を
獲
兇
し
距
こ
と
も
腿
々
あ
る
。
尾
張

一
坐
腿
孫
撒
肪
の
考
察
ハ
佐
藤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

東
春
β
井
灘
．
小
牧
町
の
郷
瀧
外
山
紳
甦
（
式
内
聾
丹
後
輿
謝
郡
桑

　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

飼
村
大
字
明
石
の
、
須
代
襲
就
ハ
式
内
灘
）
嬉
前
の
園
幣
小
鮒
安
仁
紳

滑　

ﾌ
如
き
此
の
例
で
あ
る
。
銅
縄
　
噛
獲
早
見
潰
…
跡
の
性
賛
は
不
明
で
あ

る
が
其
の
中
で
式
内
耽
等
の
古
い
紳
馳
境
内
よ
り
む
獲
平
す
る
と

い
ふ
こ
と
は
濾
意
す
べ
き
で
あ
る
。
鋼
筆
は
五
器
で
あ
る
と
い
ふ

論
が
あ
る
が
、
果
し
て
然
ら
ば
之
が
獲
見
地
は
欝
欝
關
係
の
範
聴

に
入
る
べ
唐
遣
跡
で
あ
ら
う
。

　
上
代
の
古
墳
地
帯
に
紳
計
腎
の
鎭
座
』
》
る
例
は
頗
る
多
い
。
上
代

人
の
佳
騰
…
と
掌
上
基
と
は
密
接
な
る
關
…
係
が
あ
る
と
嗣
時
に
依
嬰
祀
も

住
居
地
若
し
く
は
程
遽
か
ら
ぬ
所
で
行
は
れ
恋
。
そ
れ
が
紳
就
と

な
っ
て
獲
達
し
存
話
し
た
も
の
が
多
い
。

　
碧
く
の
如
く
上
代
の
砥
擦
縄
瀧
一
跡
或
は
榊
…
滑
…
の
劔
…
祀
鎭
』
座
地
は
上

代
の
遺
跡
地
の
中
に
考
へ
ら
れ
る
が
、
藁
地
霊
を
定
め
る
こ
と
は

乱特

黷
ﾈ
場
底
q
を
除
い
て
困
難
で
あ
る
。
地
理
的
に
考
へ
て
筑
拙
剛
の

｛添

恷
O
融
肌
の
中
で
神
「
津
宮
・
中
瀧
　
宮
の
単
座
地
が
今
の
大
鶴
・
沖

島
な
る
爾
孤
島
に
存
す
る
こ
と
は
疑
ふ
無
…
地
が
な
い
。
併
し
邊
津

宮
に
至
っ
て
は
適
確
な
る
地
域
を
櫨
に
定
め
ら
れ
な
い
。

議
①
魯
販
憩
欝
の
地
は
麿
自
治
頭
南
の
三
獺
遊
悶
ん
で
五
峯
と
呼
ば
れ
、

算
瓢
＋
六
巻
錦
二
號
　
瓢
℃
七

〈　st）　1，



祭
魁
騰
係
濾
赫
の
考
察
ハ
佐
藤
）

　
羅
は
そ
の
中
央
凝
る
総
二
上
に
鑓
座
し
て
み
る
○
こ
の
境
内
の
一
都

　
は
…
腕
塚
勘
な
し
、
石
器
や
縄
紋
式
土
器
影
．
含
む
旧
跡
で
あ
る
。

⑨
鹿
島
紳
宮
は
殿
境
を
御
笠
山
と
い
ひ
本
宮
か
ら
三
宮
ま
で
数
町
の
闘

　
は
縄
紋
、
践
土
器
の
包
含
地
で
あ
る
。

③
虜
大
瀦
の
石
器
賭
代
潰
蹟
由
中
潮
考
霜
十
五
ノ
七

①
奈
奥
縣
欝
…
鍛
…
町
山
ノ
乱
言
蹟
研
鍵
　
樋
R
翠
色
　
考
古
墨
雌
誌
十
八

　
ノ
＋

⑤
赤
蹴
置
銭
及
附
近
三
蹟
　
橡
原
末
治
　
京
都
府
集
蹟
勝
地
調
査
報
告

　
第
一
辮

⑥
津
甲
子
助
氏
報
醤

　
大
正
四
年
二
月
境
内
東
端
に
槌
轡
の
際
地
下
凡
そ
三
尺
の
虎
か
ら
偶

　
薇
脚
掘
禺
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。

⑦
明
治
黒
＋
八
年
の
頃
境
内
の
鑛
張
工
事
に
際
し
灘
殿
の
策
方
約
二
＋

　
…
澗
の
所
に
位
し
て
、
地
下
の
大
石
の
下
か
ら
鵬
翼
揖
寵
し
た
も
の
と

　
い
ふ
。

　
桑
飼
村
須
代
紳
甦
境
内
三
見
銅
鐸
　
梅
原
末
溶
　
京
都
府
史
蹟
勝
地

　
調
査
報
告
第
一
勝

⑧
明
鴻
二
＋
三
年
及
び
同
然
＋
五
年
の
濁
度
の
大
風
雨
の
爲
に
三
跡
背

　
後
の
山
崖
崩
汚
し
た
の
で
、
明
治
二
十
六
年
四
月
に
そ
の
土
砂
を
取

　
り
除
い
て
み
る
際
に
土
の
中
か
ら
偶
然
銅
鐸
を
爽
見
し
た
と
い
ふ
Q

自
然
的
關
係

　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
六
巻
　
　
第
二
辮
曜
　
　
二
七
八

　
我
が
上
代
の
祭
李
下
態
を
…
顧
．
る
に
地
形
や
方
位
に
随
っ
て
瞭
然

を
封
象
と
し
て
敬
鹿
の
念
を
捧
げ
鳶
も
の
と
恩
は
れ
る
。
山
嶽
や

森
林
を
仰
ぎ
或
．
は
河
川
や
湖
沼
に
臨
み
、
或
は
磐
石
や
樹
木
に
も

榊
盛
を
認
め
．
之
に
奉
戴
の
實
を
示
し
驚
の
で
あ
る
。
榊
武
天
豊

は
丹
生
川
上
で
天
王
地
舐
を
祭
り
給
ひ
、
ま
撫
、
盛
時
を
鳥
道
鳴
中

に
立
て
皇
灘
天
紳
業
祭
り
給
ふ
疫
。
祭
麗
の
選
跡
は
こ
の
露
然
地

理
的
條
件
を
離
れ
て
は
な
ら
な
い
。

か
㌧
る
霞
然
崇
拝
よ
り
驚
…
し
て
山
や
杜
を
紳
艦
或
は
榊
の
御
座
所

と
し
て
融
漏
箪
醍
し
．
こ
の
紳
の
山
、
紳
の
杜
を
榊
奈
鑓
或
は
一
二
室

（
諸
）
山
と
い
ぴ
、
此
腱
に
祭
祀
の
澱
跡
を
求
め
る
こ
と
が
轟
契
る
。

葉
叢
備
な
る
名
総
は
山
窟
・
大
和
・
概
津
・
撫
雲
・
無
作
・
伊
豫

等
の
諸
國
に
の
こ
り
、
融
∵
奈
備
の
外
に
榊
奈
樋
．
旧
名
火
・
融
駄
閑

甘
南
三
等
の
文
字
を
用
ひ
、
多
く
は
樹
木
燈
葱
た
る
山
を
以
て
樗

、
せ
ら
れ
て
る
る
。
就
申
最
も
多
く
記
さ
れ
て
み
る
古
丈
蹴
…
は
繊
雲

風
土
記
で
次
の
賜
・
グ
所
の
酒
仔
ゐ
仕
を
…
博
へ
て
る
る
○

意
宇
郡
禦
奮
款
計
杖
二
歩
八
一
郡
三
三

纒
郡
黎
讐
　
　
　
簸
川
饗
盤
耀
＝
一

秋
懸
磐
火
由
鵬
需
腰
　
八
幕
朝
呂

（　v96　）



雄
爺
磐
火
犠
難
　
　
循
稀
醤
譲
楚

　
秋
臨
粥
9
自
火
嶺
山
竿
取
幣
小
誌
佐
難
聴
灘
で
朧
富
な
る
搬
物

包
倉
地
を
な
し
、
出
雲
郡
の
紳
鴉
火
山
の
嶺
に
は
伎
比
佐
加
美
論
簡

臼
子
命
就
が
鎭
座
し
、
楯
縫
郡
．
の
紳
奈
…
嬉
山
に
は
「
有
石
融
」
と
註

し
其
薩
に
祭
紀
の
行
は
れ
た
こ
と
が
伺
は
れ
る
揖
萬
葉
藥
ハ
巻
一

〇
）
　
に
は
大
和
國
生
駒
継
瀧
照
町
の
紳
齋
馬
脳
、
古
今
集
に
は
撰
津

園
三
島
郡
獅
領
村
の
榊
奈
備
一
森
が
夫
粛
…
詠
ぜ
ら
れ
て
る
る
。
今
な

ほ
傳
齢
し
て
み
る
の
は
脚
眉
墨
綴
喜
郡
田
鰻
野
瀬
の
嘗
爾
儒
測
高

（
標
高
二
〇
二
米
）
大
和
削
隅
生
駒
都
．
瀧
鶏
町
大
字
紳
爾
の
榊
南
山
で

あ
る
婚
総
湯
町
の
甘
薗
…
僑
一
由
に
は
轟
八
内
の
骨
欝
…
澄
汁
酒
器
脳
が
鎭
座

し
、
籠
田
町
の
榊
爾
山
は
一
に
御
釜
由
と
も
い
ひ
山
上
に
瀞
番
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
い
ふ
古
就
が
あ
“
曾
此
の
外
に
美
作
國
久
米
粥
佐
良
由
に
榊
南

鱗
…
山
（
融
津
山
）
、
伊
豫
國
大
洲
町
に
榊
南
出
と
云
ふ
の
が
あ
る
。

　
ま
た
郷
茎
山
（
三
諸
山
）
と
い
ふ
の
も
融
奈
儲
…
と
同
じ
意
味
で
総
…

せ
ら
れ
沁
も
の
で
あ
ら
う
．
、
大
和
・
甲
斐
・
武
藏
鶴
V
腫
こ
の
例
を

見
る
。
大
和
で
は
黒
輪
田
は
別
に
趣
並
山
∴
二
室
山
と
も
云
ぴ
萬

葉
集
ハ
巷
＋
…
晶
▽
に
「
榊
名
号
の
｝
二
諸
山
に
」
と
詠
ぜ
ら
れ
騰
貴
配
命

の
和
魂
を
繋
り
ま
す
聯
茶
繕
…
で
あ
る
。
窟
血
幣
大
落
大
館
空
弾
で
は

祭
縄
購
係
撒
跡
の
考
蟹
ハ
佐
藤
）
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今
な
ほ
山
そ
ゆ
も
の
を
御
憩
蝦
と
し
て
祭
り
山
麓
に
舞
殿
が
あ
っ

て
そ
の
後
か
ら
禁
足
地
に
な
っ
て
特
に
茶
臼
山
と
い
ひ
、
嘗
て
玉

類
・
土
器
等
を
機
令
し
、
老
古
墨
上
篇
著
な
瀧
蹟
で
あ
る
．
．
叉
飛

鳥
の
需
岡
も
三
講
…
山
と
い
は
れ
、
祭
麗
の
劃
象
に
な
っ
た
所
で
あ

ら
う
。
武
藏
兇
玉
郡
・
蒋
柳
村
の
御
薩
嶽
は
嘗
講
中
横
難
鐙
紳
瀧
．
の

紳
燈
影
で
岩
石
の
露
出
し
懸
と
こ
ろ
に
唯
郷
扉
を
つ
け
て
漸
・
回
し

て
み
る
難

．
榊
奈
繍
∵
御
蹴
出
と
い
ふ
名
欝
が
な
く
て
も
こ
の
器
機
性
質
を

有
す
る
遺
跡
は
諸
囲
に
見
ら
れ
其
薩
～
に
追
駆
融
六
二
の
鎭
座
す
る

も
の
が
多
い
◇
そ
の
著
嶺
な
も
の
は
山
城
國
下
鴨
の
糺
祉
・
上
牌
八

沈
巌
の
福
山
・
伊
賀
圓
の
粛
田
宮
山
・
研
u
鷲
國
蜘
瓢
前
脳
饗
・
下
野
國
の
二

荒
山
・
岩
代
圃
の
｛
二
塁
・
繊
雲
の
大
毒
山
・
庭
前
國
の
葎
日
山
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
つ

で
あ
る
。
言
振
は
賀
茂
川
∴
尚
点
綴
の
膏
流
す
る
三
角
洲
脚
ち
只

洲
或
は
珊
合
と
繰
…
せ
ら
る
鼠
所
に
あ
っ
て
官
墨
引
大
就
賀
茂
御
羅
．
融

靴職

ﾌ
杜
を
な
し
、
上
欝
｛
茂
の
聯
山
は
嘗
厭
黒
へ
瀧
鞘
鎧
蟄
嵐
応
益
融
」
瀞
脚
の

…
騨
奈
鱗
で
あ
る
。
餌
賀
の
爾
宮
山
は
闘
幣
申
融
敢
國
紳
瀧
の
紳
奈

儲
…
議
皆
野
溜
山
で
そ
の
、
北
国
糧
に
勲
旧
肝
噛
は
斜
ツ
麗
終
れ
て
み
る
。
一
癖
冠
山
　
は

寧
都
宮
市
の
箪
食
中
央
の
小
蕪
で
闘
幣
ゆ
讃
慧
荒
山
聯
繋
が
鎭
座

（　Sr4　）



祭
鵜
罐
係
撒
跡
r
の
考
察
（
難
曲
縢
）

し
、
そ
の
激
地
よ
り
玉
類
・
金
環
、
十
二
晶
・
土
薫
囎
等
祭
概
關
係
の

遣
物
．
を
獲
卜
し
た
。

　
我
上
代
に
は
勲
腿
蝦
を
奉
齋
す
る
融
〃
㎏
…
な
る
施
凱
撒
、
豪
た
そ
の
齋

場
を
「
、
ぴ
も
ろ
ぎ
」
（
榊
縫
）
と
櫓
し
た
。
そ
の
施
設
は
崇
紳
天
豊
の

御
代
紳
鏡
を
奉
撮
し
て
笠
縫
邑
に
齋
き
奉
っ
た
．
時
に
醗
堅
…
塘
榊
簿
…

を
立
て
た
と
記
し
、
萬
葉
集
ハ
塗
十
ご
に
は
｝
、
榊
奈
備
に
鵜
簸
立

て
鼠
鯉
欝
へ
ど
・
も
」
と
「
…
亦
じ
て
誹
の
る
．
か
ら
、
「
縄
纒
貼
と
．
は
賢
木
窃
蕉
以
r
て

勲
暇
境
を
漉
㎎
ら
す
と
從
來
淑
署
昏
ら
れ
て
る
た
。
榊
　
境
を
翻
制
す
る
に
は

何
か
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
賢
聖
が
最
も
適
し
た

も
の
で
あ
る
。
ひ
も
ろ
ぎ
の
「
き
」
は
木
（
森
）
と
す
る
が
画
題
と
す

る
か
二
論
あ
る
が
．
と
も
か
く
榊
盛
を
招
奉
り
縄
鎭
り
給
ふ
所
で

あ
る
。
併
し
こ
の
紳
鰹
の
逡
跡
と
い
ふ
－
－
o
の
は
考
古
曲
蹴
上
あ
ま
り

顯
著
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
融
　
奈
備
や
紳
雛
に
於
て
外
見
し
て
祭
祀
の
封
魚
寒
と
な
る
の
は
岩

石
・
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
E
石
群
を
な
す
所
も
あ
る
が
、
上
代
入
は
こ

の
石
に
愚
濡
す
る
紳
の
存
在
を
認
め
石
神
と
崇
め
磐
座
、
磯
城
磐

境
と
総
し
た
。
大
和
闘
三
輪
山
・
近
江
國
三
上
由
・
備
後
・
國
磐
田

山
・
黄
熟
閣
大
洲
町
の
紳
南
山
・
豊
前
國
御
許
憶
想
が
知
ら
れ
て

属．羨漂垂髪馨備鯨璽舞ll識3詔奪霧美嚢
　　　　　　　　醗祉婁種tS麓は座縦1。許間古村と露後腰

道
管
郡
柳
津
村
金
江
村
に
蓮
る
丘
陵
は
立
石
・
単
石
が

出
し
、
そ
の
山
腹
よ
り
麓
に
か
け
て
既
等
の
石
材
を
利
屠

思
は
れ
る
多
敏
の
石
室
古
墳
が
存
姦
し
て
る
る
。
而
し
て

の
磐
田
山
の
籏
上
に
近
い
と
こ
ろ
に
は
立
石
と
賞
す
る
互

來
信
…
仰
さ
れ
て
る
る
。
翫
尤
篇
逆
調
調
査
の
際
、
こ
の
石
の
バ
分
烈
帆

隙
か
ら
土
師
器
の
二
黒
を
少
げ
粟
魚
影
見
し
た
と
い
ふ
。
鵬
訟
騎

山
は
宇
佐
八
暢
宮
の
根
元
の
地
で
山
上
に
筆
石
が
あ
る
。

　
　
　
第
瓢
∴
丁
轟
ハ
巷
　
　
第
　
　
懸
脳
　
　
　
鳳
m
八
〇

三
輪
山
に
は
触
、
大
儒
…
輪
紳
謡
…
瀧
鎭
座
次
第
篇
に
記
す
が
如

瀞
就
葬
殿
の
薩
後
か
ら
禁
足
地
に
か
け
て
奥
漆
磐
座
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

、
邊
津
藝
　
．
座
の
三
廃
が
存
在
し
、
殊
に
幾
溝
磐
　
座
の
近
傍

多
識
の
滑
石
製
品
や
土
器
を
獲
辞
し
た
と
い
ふ
。
三
輪
山

　
　
　
　
　
　
　
④
’

馬
場
な
る
掛
雲
屋
敷
の
山
榊
に
は
大
小
自
然
の
猟
石
が
あ

そ
の
下
か
ら
多
激
の
石
製
模
塚
山
や
土
器
を
毒
見
し
、
之

の
駕
燃
紀
の
溝
旭
跡
と
〃
湾
へ
ら
れ
る
。
三
上
山
は
俗
に
近
江
守
隅

齢
繊
二
日
目
と
い
は
れ
、
そ
の
麟
麓
に
官
幣
中
批
御
上
紳
融

）
が
祭
ら
れ
て
み
る
。
勢
望
で
は
天
冠
御
影
命
を
祭
り
、

が
三
上
由
を
嚴
の
磐
境
と
齋
ぴ
定
め
た
も
の
で
あ
る
と
い

〈　sls　）



　
さ
て
石
に
懸
依
す
る
融
の
存
在
を
認
め
石
榊
と
崇
め
九
こ
と
は

風
土
紀
に
次
の
如
く
記
し
て
あ
る
。

　
繊
雲
麟
楯
縫
帯
．
品
名
樋
山
　
山
、
簡
有
、
讃
紳
而
尚
一
馬
齢
一
丈
許
有

　
　
小
石
紳
百
心
許
…
…
斯
謂
石
痴
者
鄭
是
多
技
都
比
古
之
御

　
　
魂
、
當
明
輝
已
一
雨
時
必
令
ド
．
零

　
出
雲
園
額
石
郡
墨
引
山
　
総
有
石
紳
高
二
丈
毒
消
尺
（
同
上
）

　
播
磨
國
揖
保
郡
揖
保
里
鯉
山
　
此
山
在
石
榊
下
界
七
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
播
鱒
風
土
聾

　
肥
前
國
佐
嘉
川
　
叉
此
川
上
有
石
紳
犠
日
櫛
田
姫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肥
前
風
土
記
）

　
互
石
馬
葬
に
癒
し
て
幾
一
古
畢
上
脇
　
題
に
な
っ
て
み
る
の
は
神
籏
　

認
可
脱
語
石
．
香
合
石
）
で
あ
る
。
　
こ
の
邊
蹟
は
筑
前
・
筑
後
．
豊

晶
醐
…
・
闇
㍑
吻
に
亙
h
∴
ハ
ケ
所
点
ロ
在
し
て
み
る
。
之
は
山
上
の
一
輸
…
楠
帖

を
列
石
で
闘
…
続
し
た
石
造
幣
物
で
大
陸
に
存
す
る
山
城
を
模
倣
し

　
⑤
た
一
種
の
城
郭
で
あ
る
と
云
ぴ
、
或
は
古
の
磯
城
（
石
城
）
磐
境
等

　
　
⑦

と
認
め
祭
暢
の
逡
蹟
と
す
る
論
が
あ
っ
て
そ
の
年
・
代
と
共
に
未
解

決
の
岡
題
で
あ
る
。

　
こ
鼠
に
漉
毒
す
べ
竃
は
石
城
画
・
雷
獣
・
高
良
山
・
臓
毛
罵
に

祭
麗
懸
係
魁
跡
の
考
祭
ハ
縮
繭
膿
）

は
伺
れ
も
憩
融
が
存
し
．
殊
に
筑
後
闘
　
三
井
郡
の
高
良
掬
は
陶
出
筑

麗
穴
彌
の
交
衡
に
艀
m
る
要
害
謬
言
に
し
て
、
此
臓
の
紳
膏
石
の
灘

内
は
轟
尚
・
艮
玉
蓬
命
を
祀
る
國
㍊
肥
大
瀞
∵
藺
良
紳
就
蕊
筑
内
鰐
｝
の
紳
域

で
あ
る
。
且
つ
此
の
關
内
に
は
古
手
も
あ
り
、
其
の
他
の
場
所
か

ら
曲
玉
を
磯
見
し
て
み
る
。
ま
た
稠
影
写
能
面
例
説
削
村
の
紳
簸

石
は
石
城
山
を
漏
り
石
城
紳
計
ズ
式
内
勉
）
が
露
座
し
て
み
る
。
儒

仰
と
し
て
は
騰
山
（
水
火
〔
禦
田
紳
赴
）
・
石
炭
山
・
御
所
ケ
谷
の
融

靴
で
は
雨
乞
の
紳
と
し
て
雷
紳
を
親
り
、
甕
療
住
吉
紳
を
祭
っ
て

み
る
。

　
推
ふ
に
榊
簸
石
は
一
種
の
披
郭
式
湛
蹟
で
あ
る
が
、
或
場
合
に

は
本
邦
闘
有
の
信
…
仰
発
心
想
に
慕
い
て
祭
祀
を
行
ひ
ま
だ
野
守
の
嗣

を
建
て
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
瀦
黙
日
石
の
頑
癬
が
榊
…
耽
と
な

っ
た
の
は
第
二
次
的
の
も
の
で
あ
ら
う
。

謡
①
概
詞
考
　
加
茂
眞
淵
　
紳
楽
傭
考
　
金
澤
庄
留
一
難
　
國
語
の
研
寛

　
②
絞
正
伶
野
望

④
二
二
魍
南
富
由
麓
の
上
代
祭
祀
激
躰
　
大
場
盤
維
　
紳
祇
糖
紳
文
化

　
　
第
三
輯

①
三
輪
肉
上
の
互
石
群
樋
肖
溝
之
考
嘱
望
鋳
櫨
．
第
一
輯

⑤
奈
良
縣
鷺
輪
町
山
　
ノ
瀞
煮
駿
隣
鍵
　
　
　
　
　
　
牽
古
學
難
誌
十
八

櫨
謝
瓢
十
轟
ハ
魚
警
　
　
第
諜
簸
羅
　
　
　
二
八
…

鯵卵



　
の
＋

⑥
訴
謂
紳
護
菰
は
山
城
醜
壕
り
二
野
寅
・
考
齋
難
雑
誌
断
の
二

⑦
鳥
見
山
欝
時
と
紳
縫
凝
久
米
邦
武
歴
災
地
灘
＋
説
の
二

　
紳
蔭
石
と
整
境
　
喜
戴
』
良
吉
　
同
　
十
六
の
三

　
　
　
祭
祀
關
係
遺
物
の
聚
見

　
濫
物
の
嚢
兇
は
該
遺
跡
の
性
質
を
辞
む
る
上
に
最
高
震
要
な
こ

と
で
あ
る
。

　
何
簿
地
表
上
に
標
識
な
く
と
も
祭
器
具
と
考
へ
ら
る
鼠
遺
物
を

獲
見
す
る
場
’
含
に
は
其
の
近
傍
に
於
て
祭
祀
が
行
は
れ
た
と
推
定

さ
れ
る
凸
、
こ
れ
は
一
種
の
遺
物
包
含
暦
学
は
尋
物
散
布
地
に
し
て

上
代
佐
居
阯
に
見
る
漣
跡
と
よ
く
似
て
み
る
。
こ
の
顯
著
な
例
は

　
　
　
①

南
醤
翼
洗
田
の
祭
職
泄
跡
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
醸
薫
る
が
、
こ
玉

に
は
漁
に
存
聴
す
る
古
い
榊
　
就
の
宮
域
或
は
境
内
に
於
、
け
る
懸
跡

を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
伊
勢
の
皇
穴
禰
宮
・
醐
軸
受
大
略
宮
爾
一
宮
域
に
於
て
は
御
正
殿
を

主
と
す
る
内
院
匙
は
じ
め
，
忌
火
屋
殿
・
紳
酒
殿
：
麟
貴
御
倉
ハ
内

宮
）
五
丈
殿
・
講
読
殿
・
卿
麟
・
御
池
・
行
姦
所
・
齋
館
等
の
附
近

よ
り
更
に
講
…
別
宮
撰
末
計
四
の
宮
田
に
至
る
ま
で
観
部
土
器
や
土
師

祭
職
購
課
櫨
懸
の
考
寮
ハ
戴

第
二
士
鰻
飯
箋
議
　
瓢
八
二
、

器
を
包
含
し
て
み
る
。
從
來
此
等
遺
物
の
嚢
見
せ
ら
れ
た
亀
の

②

｝
干
無
量
黙
を
越
州
て
る
る
。
殊
に
紳
宮
の
御
酒
殿
・
北
宿
衛
麗
・

別
宮
伊
難
｝
宮
所
管
彗
瀞
〃
佐
．
美
長
融
青
肌
附
近
よ
り
は
何
れ
も
憩
の
土
製

模
造
晶
を
、
内
宮
癒
鮭
坂
手
蹴
生
紳
就
よ
り
は
土
馬
を
磯
見
し
此

等
は
何
れ
も
祭
記
關
係
の
燈
物
と
見
な
さ
れ
て
み
る
。

　
　
　
③

　
大
和
の
石
上
融
宮
に
於
て
は
境
内
一
帯
よ
δ
醗
部
土
器
唖
土
師

器
を
湘
狡
見
す
る
が
瀬
殿
阯
か
ら
は
大
形
の
擁
湘
を
、
趣
一
足
地
よ
り
は

玉
響
・
刀
劔
・
鑛
∴
薪
樵
・
石
製
模
造
品
等
を
蒼
し
て
る
る
。
大
紳

軸
瀧
で
は
三
輪
山
麓
境
内
な
る
撰
．
融
若
宮
脚
計
∵
蕨
褥
紳
計
∵
御

炊
屋
榊
　
耽
御
近
よ
り
覗
部
土
器
を
後
見
す
る
。
僻
贅
の
嗣
幣
串
就

④敢
露
霜
榊
〃
の
概
…
就
大
石
榊
　
計
〃
の
黒
…
疲
照
捌
近
よ
り
は
滑
石
製
臼
玉
と

共
に
小
形
手
擦
の
土
器
が
徽
応
機
兇
さ
れ
尭
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
丹
後
國
中
郡
配
賦
村
な
る
大
宮
資
紳
融
ハ
式
内
靴
）
の
境
内
一
帯

も
土
器
包
含
地
で
殊
に
酉
牛
部
に
多
く
舞
殿
の
前
方
石
鳥
居
の
附

近
滲
道
入
目
鳥
居
の
邊
よ
り
土
師
器
醜
都
土
器
及
土
製
模
遊
臣
照
・

石
製
模
造
贔
を
多
く
総
掘
し
驚
。
瑛
雲
の
紳
鮭
に
は
多
く
八
束
郡

佐
太
村
な
嶺
國
幣
小
肚
佐
太
紳
瀧
の
本
殿
の
北
方
附
近
及
び
境
内

急
難
母
無
人
本
．
就
の
附
近
・
岡
灘
揖
麗
村
の
揖
夜
聯
、
就
境
内
∴
同

（｛o　〉



粥
．
玉
作
村
玉
作
顧
慮
就
よ
り
は
夫
々
観
都
土
器
に
土
獣
と
思
は
れ

る
異
形
品
が
多
．
く
獲
見
さ
れ
た
。
八
束
郡
大
庭
村
大
字
佐
久
．
佐
な

る
八
重
颯
融
就
は
式
内
の
佐
草
紳
就
の
跡
で
境
内
の
鏡
ケ
池
と
欝

す
る
小
池
は
古
來
紳
池
と
し
て
今
に
儒
仰
さ
れ
て
る
る
。
先
年
跳

の
池
を
竣
漂
し
た
蒔
に
多
敬
の
貌
部
土
器
や
鋸
引
等
を
嚢
児
し

　
　
　
　
　
⑥

乗
。
筑
前
の
宗
像
紳
愚
母
…
津
宮
の
奮
地
と
い
は
れ
る
澱
跡
か
ら
観

部
土
器
石
製
模
漁
轡
閣
を
黒
藻
し
た
が
殊
に
石
製
品
の
大
き
さ
、
石

質
・
手
法
等
は
沖
島
祭
親
阯
の
そ
れ
と
同
檬
で
あ
る
と
云
は
れ
て

る
る
。

　
以
上
の
鳥
跡
よ
り
獲
兇
の
土
器
以
下
の
聡
慧
は
祭
虚
説
係
と
考

へ
ら
れ
殊
に
石
遡
管
財
や
土
湘
製
慨
㎜
十
解
職
の
加
漁
燈
は
覚
（
の
漁
思
晶
翁
深
い
も

の
で
あ
る
。
郎
「
ち
此
等
特
殊
な
遣
物
の
風
見
に
よ
っ
て
其
虚
が
祭

昭紀

ﾌ
滑
一
汗
既
と
考
へ
ら
れ
る
。
祭
黒
…
鳳
ハ
は
懲
罵
撫
ハ
道
義
後
、
故
出
忌
に
或

は
無
出
鑑
識
に
逡
藥
せ
ら
れ
嘗
試
遺
物
と
し
て
驚
ハ
見
せ
ら
る
鼠
も
の

で
あ
る
。
古
來
榊
融
で
は
恒
例
・
臨
時
の
祭
典
が
執
行
は
れ
、
榊

醗
に
は
必
ず
や
多
数
の
土
器
を
要
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
伊
勢
の

榊
宮
に
嘗
て
は
獲
兇
土
難
の
示
す
年
代
は
古
代
若
く
は
中
世
の
み

な
ら
す
、
近
樵
∴
敢
漣
琶
に
簸
で
及
ん
で
み
る
。
か
x
る
蓬
綾
姓

祭
灘
購
開
二
一
薫
…
跡
の
考
禦
（
鈍
一
等
）

は
紳
宮
の
宮
域
が
祭
祀
叢
跡
た
る
の
特
色
に
し
て
他
に
例
を
見
ざ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

謡
①
唖
然
山
田
の
祭
羅
分
賦
　
大
場
磐
雄
　
考
書
學
雑
誌
二
＋
八
ノ
三

　
②
新
宮
の
土
器
　
拙
稿

　
③
幽
石
上
紳
宮
縫
物
誌
　
，
N
場
磐
維
著

　
④
研
賀
顯
満
宮
山
麓
の
上
代
祭
範
飛
跡
．
大
場
繋
雄
　
先
達
精
紳
丈
化

　
⑤
大
宮
贋
憩
融
　
梅
原
末
活
　
窟
都
留
史
蹟
勝
地
調
査
報
告
第
五
柵

　
⑥
官
幣
大
証
崇
像
紳
赴
濠
津
宮
と
祭
祀
泄
跡
瓢
中
幸
炎
考
古
學
灘

　
　
誌
二
十
八
ノ
一

　
　
　
古
墳
に
つ
い
て

　
我
が
上
代
の
遺
跡
の
中
で
重
要
な
の
は
何
と
い
っ
て
臨
古
墳
で

あ
る
。
穫
來
日
本
考
古
羅
で
は
原
史
時
代
の
研
究
に
は
古
填
を
三

絃
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
古
斌
は
云
ふ
喪
で
も
な
く
我
が
豊
霊
の

御
陵
墓
を
始
め
奉
り
各
地
の
貴
族
豪
族
の
鳶
く
つ
描
…
で
あ
為
。
古

填
の
存
廠
は
莫
地
方
氏
族
の
勢
力
と
活
動
を
瞬
示
し
祭
杷
の
執
行

政
治
の
交
渉
を
恩
は
せ
、
そ
の
澄
物
は
上
代
文
化
の
験
熊
を
物
語

っ
て
み
る
。
上
代
に
於
で
一
は
古
墳
の
糠
遙
及
び
古
墳
に
封
ず
る
祭

範
と
共
に
一
方
に
は
そ
の
榊
黙
に
湿
す
る
祭
祀
が
行
は
れ
た
．
而

し
て
欝
墳
の
中
に
は
祭
紳
の
御
海
く
っ
窓
が
あ
り
、
讃
撫
蘇
齋
に

笙
芋
六
巻
妻
帯
　

二
八
蕪
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獲
縄
腿
係
慧
跡
の
考
察
ハ
後
藤
）

從
［
姦
し
恋
氏
族
の
於
く
つ
衰
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
い
ま
祭
祀
の
遺
跡
を
考
察
す
る
婚
期
墳
は
度
外
覗
す
る

こ
と
が
禺
來
な
い
も
の
で
、
こ
玉
に
紳
瀧
と
古
墳
と
の
關
係
に
就

’い

ﾄ
蓮
べ
て
騎
想
や
う
。

　
吉
來
貴
豪
の
族
は
其
人
死
す
れ
ば
訟
く
つ
鳶
を
造
り
厚
く
葬
翰

之
れ
を
祭
っ
た
。
我
が
上
代
謝
く
つ
き
に
晒
し
て
祭
儀
を
行
っ
た

こ
と
は
背
争
心
集
の
石
田
の
王
の
土
｛
り
然
嶺
へ
る
時
丹
生
の
・
冥
王
の
作

歌
ハ
第
三
）
高
市
皇
子
倫
蕊
擬
上
確
富
の
時
報
本
人
鞭
が
作
歌
ハ
巻
二
）

日
並
知
財
嚢
宮
の
時
柿
本
入
麿
が
作
歌
（
巷
二
）
等
の
挽
歌
に
よ
つ

て
伺
は
れ
る
。
之
に
よ
る
と
お
く
つ
き
の
主
…
難
は
即
ち
紳
と
し
て

之
を
奉
寵
し
た
歌
を
明
か
に
し
て
る
る
。

　
併
し
上
代
入
の
蕊
く
つ
き
に
封
ず
る
思
想
は
記
紀
の
諾
唯
二
奪

が
黄
痕
閣
に
下
輩
し
た
瀞
話
に
…
徴
す
る
と
髭
鰹
を
兇
驚
り
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
①

と
は
著
し
く
機
れ
と
し
て
忌
ま
れ
て
み
た
。
故
に
死
そ
の
も
の
を

榊
黎
観
し
祭
っ
た
こ
と
は
あ
り
得
て
も
、
屍
灘
そ
の
も
の
を
瀞
格

化
し
て
其
の
お
く
「
つ
き
を
取
扱
つ
た
か
と
い
ふ
こ
と
は
疑
問
で
あ

る
。
然
る
に
死
後
あ
る
年
徽
を
眩
れ
ば
生
々
し
い
有
無
の
機
に
勤

す
る
思
想
は
忘
れ
ら
れ
、
　
一
途
に
榊
盛
崇
敬
の
念
を
生
じ
て
お
く

篤
濫
一
十
晶
ハ
駄
馬
　
第
恥
～
號
｝
　
　
瓢
八
鞭

つ
衰
の
主
髪
紳
と
し
て
祭
を
行
ひ
來
つ
海
も
の
で
あ
ら
う
。
灘
く

つ
き
の
石
鎌
が
紳
戯
の
如
く
取
扱
は
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
常
陸
風

土
紀
新
治
鄭
燕
章
穂
山
の
條
に
「
古
老
賦
右
有
山
賊
名
欝
欝
置
吻
買
倫
．
、

今
就
中
在
石
崖
」
と
記
し
其
の
下
に
石
崖
は
古
墳
．
石
霊
を
意
回
す

　
　
②

る
一
首
の
歌
を
載
せ
て
み
る
。
こ
の
捺
に
し
て
お
く
つ
き
に
封
ず

る
祭
が
後
に
は
榊
　
就
と
し
て
の
祭
り
に
濃
展
し
て
來
た
。

　
お
く
つ
き
の
浄
潔
を
祭
る
に
”
其
の
撫
…
場
を
灘
く
つ
き
霞
草
…
に
或
は

之
に
接
し
て
或
は
少
し
隔
っ
た
厨
に
之
を
求
め
た
．
、
そ
れ
が
後
に

榊
縫
と
し
て
存
慰
し
た
も
の
が
か
な
り
多
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
瀞

就
の
起
源
を
考
へ
る
と
蛭
へ
の
一
に
は
曳
く
つ
盛
燃
の
叫
騨
藩
盤
を
奴
織
る
に

獲
し
・
冷
も
の
も
あ
る
。
少
く
と
も
古
墳
地
帯
に
あ
る
由
緒
古
い
紳

就
の
中
に
は
古
墳
そ
の
も
の
を
封
象
と
し
た
も
の
が
か
な
り
多
く

存
す
る
で
あ
ら
う
。
併
し
之
は
古
轍
そ
の
も
の
を
祭
っ
た
の
で
は

な
く
專
ら
被
葬
者
の
働
盛
を
祭
つ
恋
も
の
で
あ
．
る
。

　
瀞
靴
と
古
墳
と
の
關
係
は
慧
無
上
の
み
で
は
・
米
解
決
で
紳
瀧
の

確
竃
」
な
る
丈
獄
的
考
誰
を
待
た
な
け
．
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
に
は
偶

然
地
形
の
關
係
で
譲
位
が
砒
地
に
議
定
さ
れ
、
或
は
石
室
や
石
棺

の
露
出
し
．
其
他
遺
物
の
獲
兇
に
よ
っ
て
之
を
融
編
粛
親
し
て
融
砒

（9船



を
繍
建
て
た
場
合
も
か
な
り
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
お
く
つ
き
の
被
葬
者
の
蜜
が
軸
就
に
祭
ら
れ
た
出
頭
な
時
費
は

何
時
瞭
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
に
は
先
づ
紳
靴
舗
…
度
の
確
立
し
恋
延

喜
式
を
中
心
と
す
る
雫
安
時
代
初
期
乃
至
は
前
期
を
考
へ
て
箆
る

必
要
が
あ
る
。
畢
安
初
期
は
火
葬
行
は
れ
從
來
の
大
規
摸
の
古
墳

は
漸
く
忘
れ
ら
れ
ん
と
し
て
み
た
が
、
紳
就
に
よ
っ
て
は
そ
の
創

凹麗

ﾌ
背
景
を
な
す
古
墳
を
意
識
し
た
も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

勘
ち
延
喜
式
の
頃
に
は
蕊
く
つ
き
の
祭
が
既
に
融
就
の
祭
麗
と
し

て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
Q
果
し
て
然
ら
ば
此
頃
の
古
祉
の
中

に
絵
之
と
接
す
る
古
墳
と
稲
關
記
す
る
も
の
も
あ
っ
て
淀
赦
し
な

け
船
ば
な
ら
な
い
。

　
皇
室
の
山
唆
に
就
い
て
考
ふ
る
に
陵
の
傍
に
そ
の
大
君
を
祭
っ

て
現
代
に
存
製
し
て
み
る
髄
就
は
少
い
。
日
向
・
大
隅
．
薩
慶
に

亙
る
所
謂
紳
代
三
揃
は
延
喜
式
に
よ
れ
ば
何
れ
も
無
陵
戸
で
山
城

國
葛
野
礎
盤
冒
巴
陵
南
原
に
於
、
て
遙
か
に
之
を
祭
っ
た
こ
と
を
記
し

て
あ
る
。
此
等
の
中
で
埃
（
可
愛
）
山
陵
の
陵
域
に
は
魏
湊
露
骨
を

祭
る
國
罎
…
中
流
新
田
融
笥
職
が
あ
る
。
當
　
職
は
永
萬
允
年
・
の
丈
．
勲
餌
に

よ
る
と
鑑
識
年
中
再
興
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
創
麗
は
極
め
て
憎
い

祭
認
㎜
闘
係
櫨
簿
の
考
察
ハ
佐
藤
〉

こ
と
を
知
る
。
も
と
融
殿
ほ
珊
在
の
中
位
に
在
っ
た
が
高
倉
天
皇

の
承
安
三
年
紳
火
の
災
鍋
に
罹
0
本
殿
以
下
炎
上
し
た
の
で
安
尤

二
年
後
・
臼
河
上
施
帯
の
宮
…
旨
を
下
さ
れ
て
山
預
に
灘
遽
し
、
紳
瀧
の

斑
後
が
山
陵
で
あ
．
る
。
「
黎
蹟
騨
志
し
の
埃
之
山
陵
の
圏
は
勿
論
榊

計
が
山
頂
に
纏
っ
て
か
ら
の
作
で
あ
る
、
と
に
か
乙
、
新
田
融
鉱
靴
と

埃
之
山
陵
と
は
麿
接
な
關
係
が
あ
．
る
や
う
で
あ
る
．

　
融
就
と
山
陵
と
場
燐
的
に
獅
接
叛
象
虫
に
あ
る
こ
と
の
最
も
よ

く
伺
は
れ
る
の
は
紀
伊
騒
海
草
郡
｝
一
一
田
村
の
官
櫓
大
就
鷹
由
紳
瀧

と
其
の
祭
紳
五
瀬
命
．
の
御
墓
と
で
あ
る
。
こ
の
御
慕
は
古
事
認
に

陵
と
記
し
、
延
喜
式
諸
陵
に
は
…
、
鷹
山
墓
、
五
趣
寮
務
紀
伊
圓
名

草
郡
、
兆
域
東
薩
一
町
南
北
二
町
三
蝦
遽
墓
」
と
覚
え
、
詞
榊
名

帳
に
は
紀
伊
懸
名
草
郡
十
九
座
の
申
に
簸
山
紳
…
蔵
と
記
し
て
あ
．
つ

て
同
所
が
陵
と
し
て
ま
た
紳
融
と
し
て
記
さ
れ
距
竜
の
で
あ
．
ら

う
。
肚
傳
の
一
論
に
よ
れ
ば
尊
骸
は
縫
山
に
凝
り
、
そ
の
崩
御
の

地
、
雄
の
水
門
囎
「
ち
今
の
和
激
山
濠
胤
愚
比
須
の
地
に
凱
肌
を
建
て
た

が
、
そ
の
後
紳
託
に
よ
り
今
の
地
に
零
し
奉
っ
た
と
い
ふ
．

　
河
内
闘
爾
河
内
灘
．
古
市
町
の
膵
脚
八
幡
紳
砒
に
於
て
は
慮
紳
天

下
陵
と
の
關
…
係
が
あ
る
．
こ
の
黙
劇
宮
は
佛
…
敏
の
影
響
に
よ
っ
て

第
　
　
牽
六
巻
笙
…
號
　
二
八
鷲
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祭
縄
醜
係
撒
跡
の
考
察
ハ
佐
藤
〉

耀
え
た
の
で
あ
る
が
…
縮
饗
閏
八
幡
宮
縁
趨
類
」
・
…
髭
紳
功
鰹
雁
御
縁

起
」
慾
V
に
よ
れ
ば
，
欽
明
天
皇
の
蒔
．
勅
命
紅
よ
つ
て
衆
前
に
南

薗
に
耽
璽
を
建
て
ら
れ
た
の
に
劇
る
と
説
明
し
て
み
る
。
そ
し
て

後
冷
泉
天
降
の
・
氷
承
六
年
に
築
港
を
薪
に
櫓
…
り
．
陵
よ
り
一
丁
融
闇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
移
し
た
こ
と
に
な
っ
て
み
る
。
永
承
元
年
の
源
頼
信
の
・
膏
丈
㌔

④保
安
四
年
の
別
膵
団
法
印
光
痴
欝
の
告
丈
に
は
網
口
れ
も
山
陵
に
・
．
坐
す
八

　
　
　
　
覧
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

幡
大
愚
薩
の
横
前
に
申
す
と
云
ひ
、
保
延
三
年
四
鍔
の
検
校
法
印

光
済
の
趨
請
丈
に
は
山
陵
は
大
菩
薩
御
兆
域
と
い
ひ
、
其
の
瑚
三

昧
盤
並
に
新
宮
を
建
立
し
供
撫
…
を
定
置
し
難
事
を
勤
修
し
県
人
を

補
任
し
祭
麗
を
勤
行
し
其
の
包
囲
し
と
述
べ
て
み
る
℃
即
ち
単
安

瞬
．
代
串
期
に
は
臨
に
此
の
山
陵
に
八
幡
瀞
と
し
て
の
悲
小
駒
が
行
は

れ
た
こ
と
が
伺
は
れ
る
Q
蒲
し
て
佛
教
の
方
で
は
こ
の
山
陵
に
護

園
謹
が
出
乾
て
就
櫓
も
置
か
れ
数
多
の
堂
宇
が
建
て
ら
れ
陵
の
後

篇
部
に
は
明
治
維
薪
嚢
で
奥
防
が
建
っ
て
る
た
と
い
ふ
。

　
一
般
に
由
絡
…
の
古
い
渤
脚
就
に
し
て
境
内
増
し
く
は
其
の
近
傍
の

齋
墳
ど
密
接
な
關
係
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
諸
地
方
に
あ

る
。
關
東
地
方
で
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
上
総
國
長
生
郡
．
本
納
町
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
稀
…
暴
酒
就
（
式
内
祉
）
の
境
内
に
㎝
古
墳
が
あ
る
。
當
乱
肌
は
卸
本
武

轄一

Z
幸
ゐ
ハ
巷
議
　
　
二
號
　
　
　
鵬
八
論
ハ

尊
が
妃
脇
　
橘
姫
命
が
海
に
投
ぜ
ら
れ
驚
の
を
深
く
哀
悼
し
溝
…
物
を

納
め
て
御
手
を
つ
く
り
綱
を
縫
～
て
た
と
い
ふ
の
が
創
…
一
陣
で
あ
る
。

　
中
部
地
方
で
は
尾
張
・
飛
騨
・
駿
河
・
儒
濃
及
び
北
陸
諸
國
に

著
し
恥
。
〃
舶
右
鐙
市
の
富
幣
大
就
執
…
田
撃
墜
で
は
無
難
陵
を
日
本

　
　
　
　
　
⑦

鍵
．
狩
V
の
御
墓
，
臨
…
・
沢
山
古
鑓
ハ
は
甲
山
御
墓
と
領
し
宮
酸
買
鱗
…
命
の
御

墓
と
櫨
…
へ
引
目
れ
も
…
博
大
な
る
晶
剛
蝋
か
秘
怯
圓
墳
に
し
て
　
同
国
｛
撚
の
境
・
円

に
入
っ
て
み
る
．
．
ま
鳶
執
描
研
東
町
橘
柳
藏
に
は
同
紳
宮
撰
猷
高
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

結
紳
子
鵜
呑
貧
鉱
聾
が
遷
座
し
境
．
内
に
は
高
藏
古
墳
と
い
ふ
圓

頬
が
あ
る
。
尾
張
國
丹
粥
灘
樂
田
村
な
る
闘
書
留
中
就
大
藩
聯
就
ハ
式

　
　
　
　
　
　
　
⑨

内
靴
）
　
の
、
四
方
に
は
手
工
と
い
ふ
前
方
後
圓
墳
が
あ
っ
て
、
祭
紳

の
御
立
赫
と
肚
で
礁
け
へ
、
一
飛
地
櫓
働
内
一
に
な
っ
て
み
る
。
騰
勢
國
一
蹴
繭
轡
獅

井
田
凱
心
事
映
㎝
村
な
る
尾
張
戸
勲
紅
臓
ハ
式
内
羅
）
の
附
近
に
は
白
鳥
塚

と
い
ふ
前
方
後
贈
墳
を
は
じ
め
多
…
徽
の
古
墳
．
が
パ
分
布
し
て
み
る
。

　
飛
騨
國
吉
城
郡
國
府
村
大
字
宮
地
な
る
荒
場
紳
再
臨
武
内
祉
）
で

は
境
内
の
東
甫
部
屋
城
川
に
臨
ん
で
僧
園
凡
そ
三
軍
絵
の
圓
墳
が

あ
っ
て
、
上
古
大
荒
木
・
餓
の
遺
骸
を
鞍
敷
し
た
麗
屈
蹟
と
傳
へ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
。
翻
岡
市
の
國
幣
小
繋
榊
部
淺
闇
大
歳
御
羅
紳
計
の
背
黒
賎
機

山
に
は
古
墳
郡
が
あ
り
、
殊
に
大
歳
御
福
騨
枇
の
直
後
に
…
吉
壌

〈　t｝’t　）



の
趾
が
あ
る
。
平
野
で
は
諏
訪
に
著
し
く
上
諏
訪
紳
灘
本
殿
背
後

に
は
所
謂
融
陵
を
中
心
に
激
基
の
醐
壇
が
散
在
し
、
下
諏
訪
紳
瀧

編
難
ゑ
壕
魏
は
贈
と
茎
中
瀬
後
艶
話
鈍
部
に

蹴
璽
を
祭
っ
て
あ
る
。
北
陸
で
は
能
登
に
著
し
く
，
國
幣
大
融
氣

多
繕
い
計
∵
膝
撃
榊
講
師
・
雛
戴
ハ
圏
一
比
離
－
榊
〃
計
〃
離
・
の
燕
口
式
内
計
脚
の
境
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
夫
汝
古
斌
が
あ
る
、
氣
多
榊
就
の
後
方
髭
陵
に
は
三
暴
の
圓
壌

が
あ
ゆ
、
こ
の
附
近
に
奥
宮
と
講
ず
る
盤
地
が
あ
る
が
、
蓋
し
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

墳
の
趾
と
思
は
れ
る
。
朋
昨
紳
胱
の
境
内
に
は
大
塚
又
は
御
陵
山

と
毒
す
る
前
方
國
墳
．
が
あ
っ
て
、
之
は
大
駈
六
年
九
月
に
鷹
仁
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

皇
皇
子
石
傭
別
命
御
節
と
治
定
せ
ら
れ
た
。
椎
葉
麟
比
曝
紳
融
に

は
封
事
の
略
粛
爵
兀
全
な
晶
輝
輝
後
圓
羅
煤
が
あ
っ
て
石
室
の
一
部
を
聯
鰻

禺
し
、
曾
て
此
威
に
瀧
殿
が
あ
っ
幾
が
今
は
東
方
．
干
地
に
遜
郷
し

た
。
越
後
の
園
幣
中
砒
禰
彦
聯
靴
で
は
境
内
忌
避
の
爾
方
及
び
懲

乙
子
融
砒
の
粛
…
方
に
方
壌
と
思
は
れ
る
も
の
が
あ
砂
、
紳
針
　
の
古

圏
に
は
樋
…
就
勝
紳
蹴
に
五
輪
塔
を
建
て
瓦
あ
る
。

　
近
畿
地
方
で
は
山
城
・
大
和
・
伊
賀
・
丹
波
・
槻
熊
野
轄
V
に
こ
の

例
を
見
る
。
山
城
鴎
乙
調
郡
尚
痛
町
の
陶
紳
瀧
（
式
内
醗
U
で
は
就

　
　
　
　
　
　
　
⑱

殿
の
北
に
接
し
て
砂
壌
荷
と
欝
す
る
宏
大
な
る
晶
群
方
後
薦
壌
が
あ

祭
鵜
鰻
孫
港
跡
の
考
察
ハ
縮
藤
）

園
地
方
で
は
山
陰
に
著
し
く
繊
雲
の
國
幣
大

の
國
幣
小
靴
物
部
聖
母
・
隠
岐
の
國
畑
中
靴

も
就
殿
の
直
後
に
御
祭
紳
の
籔
墓
と
黙
す
る

耽
の
就
殿
の
後
方
に
は
瓢
形
の
並
が
あ
っ
て

せ
弧
冒
し
素
曾
》
鋤
獄
陵
と
綴
肛
へ
ら
る
。
物
部
瀬
聡
紅

藻
蜘
頂
に
方
図
聞
牟
に
概
を
め
ぐ
ら
し
．
そ

第
二
十
六
巻
　
鑓
二
號
　
　
二
八
七

の石野何石　、る練麹る背　　　　　　　　　　　　後郡墳村星⑯る
後塚譲れ兇中。はff・ff。後丹圓依にpi：1森O

のに其燐水砒
内蔵のが芳熊
部て東あ酢録
には都る榊｝帥
方本が。韻二耽
一・一一一一

a積熊等・

大
和
鋼
製
下
灘
朝
和
村
の
官
幣
大
髄
大
和
融
就
の
境
内
に
は

と
欝
す
る
前
方
後
圓
墳
が
あ
り
、
四
月
一
日
の
例
祭
に
は
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

山
な
る
大
堀
山
に
紳
幸
す
る
と
い
ふ
。
大
塚
山
は
前
方
後
圓

し
て
噛
浮
名
搬
入
藩
命
”
の
擶
胃
墓
と
櫨
揮
へ
て
る
る
⇔
伊
賀
…
國
名
賀

名
霞
村
下
郷
の
鷺
…
田
融
晶
職
（
式
内
灘
）
の
滑
目
測
．
の
背
焦
嬢
に
晶
鮒
方

墳
が
あ
る
。

波
閣
、
爾
桑
田
郡
予
歳
村
の
闘
燈
幣
中
皿
牌
出
　
雲
榊
耐
∵
式
内
融
）
の

千
年
山
の
一
部
に
も
石
塗
の
露
出
し
疫
賓
壌
が
瀧
…
つ
て
ゐ

但
馬
國
黒
石
継
．
聯
美
村
の
闘
幣
物
就
蝋
石
榊
計
　
の
境
内
に
は

四
方
で
四
薗
石
を
盤
み
、
樹
木
の
茂
つ
疫
所
が
あ
っ
て
、
旧

俗
に
劇
物
騰
脚
由
と
．
伽
櫓
へ
瓢
八
遠
類
櫨
八
㎎
の
獅
　
お
く
つ
嚢
と
．
稽
へ
て
る

〈　9｛VV，



祭
騰
購
係
遺
鋳
の
崇
、
寮
ハ
蕪
藤
》

間
繭
尚
さ
約
三
尺
の
積
石
が
あ
り
、
そ
の
周
園
に
多
く
難
蝋
石
が
あ
る
。

此
鵡
拠
は
靴
臓
償
即
で
は
御
祭
融
暇
の
御
　
海
く
つ
露
ぐ
・
と
…
博
へ
て
る
る
Q
水
若

爆
心
砒
の
就
殿
は
蕉
位
置
よ
り
後
退
し
て
前
方
後
園
の
封
土
の
一

部
を
雫
夷
に
し
て
、
こ
鼠
に
融
殿
を
建
て
允
も
の
で
あ
る
。

　
山
陽
で
は
欝
前
國
吉
欝
正
舷
金
町
な
る
嘗
嚢
中
就
吉
徳
紳
砒

（
式
内
鮭
）
と
祭
榊
吉
備
…
津
彦
命
の
御
基
と
の
關
係
が
考
へ
ら
れ

る
。
即
ち
聯
計
　
の
後
方
は
所
謂
吉
備
…
中
山
費
そ
の
山
頂
に
茶
臼
山

と
樗
す
る
前
方
後
圓
墳
が
あ
っ
て
野
獣
の
御
墓
と
御
治
定
に
な
っ

て
み
る
。
こ
の
融
砒
は
こ
の
御
お
く
つ
き
を
劉
象
と
し
て
祭
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
．
、
吉
縮
津
榊
耽
砂
壌
に
も
吉
備
津
身
命
野
猪
と
名

づ
け
て
こ
の
御
難
を
讃
い
て
あ
る
。

　
以
上
諸
地
方
の
古
い
榊
耽
の
中
に
は
古
墳
の
封
土
の
一
部
に
或

は
之
に
藏
接
し
て
靴
殿
を
建
て
　
祭
ら
れ
て
み
る
。
誤
嚥
の
位
置

に
就
い
て
は
種
右
よ
り
攣
遷
あ
る
も
宵
墳
を
避
け
て
そ
の
麓
或
は

少
し
隔
っ
て
建
て
る
も
の
が
多
い
。
と
に
か
く
そ
の
紳
域
で
窃
墳

が
主
要
な
る
存
在
を
示
す
場
合
に
は
祭
紀
に
特
殊
の
關
係
達
豫
憩

す
る
こ
と
が
出
罷
る
。

　
榊
肚
と
多
少
離
れ
た
る
土
地
に
あ
る
古
墳
で
も
之
に
祠
を
建
て

騨
聯
　
蝋
・
で
論
ハ
轟
欝
　
鴇
糟
鵜
號
　
　
　
瓢
八
∵
八

x
、
諏
訪
紳
融
の
膏
塚
の
如
く
そ
の
紳
就
の
構
…
末
に
な
っ
て
み
る

所
が
あ
り
、
紳
靴
の
飛
地
境
．
内
に
は
大
綱
紳
噌
就
の
野
饗
の
如
く
査

墳
の
存
在
が
主
要
な
る
理
蜘
に
な
っ
て
み
る
所
　
が
あ
る
。
齋
壇
と

榊
硅
と
の
祭
祀
聴
感
の
所
総
に
就
い
て
は
時
代
的
に
も
内
容
の
上

に
も
駐
車
が
あ
り
、
或
時
代
に
何
等
か
の
機
脅
に
唱
道
せ
ら
れ
た

も
の
も
あ
る
。
、
併
し
か
玉
る
漸
傳
は
そ
の
紳
耽
祭
祀
の
儒
…
仰
の
問

題
と
し
て
曾
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
祭
祀
の
行
は
れ
た
場
所
は
碧
羅
の
燐
縁
の
地
．
若
し
く
は

之
を
祭
っ
た
氏
族
の
種
讐
…
繍
の
中
に
求
む
ベ
ノ
＼
そ
の
紳
去
り
ま

し
単
帯
、
或
は
涛
く
つ
き
の
場
所
は
最
も
よ
く
適
し
て
み
る
。
筑

前
の
賞
［
幣
大
計
∵
否
椎
宮
に
嫁
古
宮
と
い
ふ
濾
跡
が
あ
る
。
之
は
仲

哀
天
皇
十
型
の
あ
っ
た
奮
阯
で
天
旗
膏
朋
卿
の
薩
盛
醤
銀
玉
…
ら
天
阜
鵠
の

榊
盛
を
奉
蔑
し
た
所
で
こ
れ
が
最
初
の
香
椎
宮
で
あ
る
。
葬
の
後

に
そ
の
紳
盤
を
奉
齋
し
た
場
合
に
そ
の
遺
跡
と
し
て
祭
場
阯
及
び

附
近
の
古
墳
を
涯
篤
し
な
け
れ
ば
な
軽
な
い
。

　
我
國
上
代
は
氏
族
制
度
整
ひ
、
㎝
族
を
穆
っ
て
日
夕
そ
の
羅
榊

氏
族
榊
を
崇
敬
し
恋
。
こ
の
氏
瀞
を
祭
っ
た
場
、
斯
に
羅
紳
の
誌
く

つ
嘉
ざ
．
や
・
祭
・
肥
に
み
細
仕
し
か
｛
氏
”
族
の
お
く
つ
庫
に
も
考
へ
ら
・
れ
る
。
故

（｛6）



に
紳
胱
附
近
の
古
墳
の
中
に
は
祭
騨
ま
た
は
奉
仕
氏
族
の
お
く
つ

き
も
あ
り
、
然
ら
す
と
し
て
も
吉
い
最
強
に
あ
っ
て
は
古
墳
の
艦
黛

す
文
化
の
も
と
に
祭
縄
が
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
榊
宮
鎭
塵
の

｛予

｡
山
軽
燥
の
内
外
に
は
日
取
倉
山
・
虎
尾
出
∵
尾
上
の
髭
陵
・
倉

田
山
・
稻
荷
山
や
宮
川
の
流
域
に
古
墳
が
存
在
し
、
そ
の
逡
跡
は

開
饗
整
理
さ
れ
光
も
め
が
多
い
が
獲
見
の
土
器
は
相
営
多
く
撹
存

し
て
み
る
．
榊
宮
猶
見
の
土
器
を
此
等
と
比
較
す
る
と
古
式
の
も

の
は
同
形
同
種
類
で
あ
る
。
即
ち
古
墳
の
表
す
肩
書
の
背
燈
の
も

と
に
神
宮
の
祭
祀
も
行
は
れ
て
來
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
考
へ
劉

る
時
、
古
熔
多
也
祭
瀞
一
か
ら
切
麟
甲
し
て
考
へ
る
こ
と
は
嵐
來
な
い
⇔

祭
魁
開
係
濾
跡
の
中
に
古
墳
は
重
要
な
地
位
を
爵
め
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
昭
和
十
山
ハ
・
二
。
二
∴
丁
八
稿
）

証
①
紳
証
と
考
古
學
　
宮
地
直
一
　
考
古
學
講
蓮

　
②
許
智
多
難
波
、
畢
婆
頚
勢
寝
題
額
、
締
波
蹄
示
億
、
爲
豆
許
舞
郎
牟

　
　
茶
、
古
罪
叙
瀦
支
母
（
巳
下
略
）

　
◎
①
⑤
石
清
水
丈
瞥

　
⑥
紳
宮
家
紀
窺
政
＋
一
年
本
鼠
の
再
建
に
當
り
趾
後
の
丘
を
馨
る
こ

　
　
と
数
尺
に
し
て
大
小
の
驚
壷
十
一
を
綴
す
其
鐵
造
二
、
陶
九
と
そ

　
　
大
聞
本
地
名
酢
書
　
吉
田
策
伍

祭
麗
三
州
澱
髄
の
考
褻
（
佐
藤
）

・
⑨
樂
田
村
書
塚
（
茶
臼
山
）
古
糠
舞

⑳
駿
國
難
認
嗣
信
正
信
鈴
鏡
記

⑪
諏
訪
業
宮
地
直
叫

⑫
⑬
⑪
石
珊
縣
典
　
第
五
編

⑮
向
紳
概
附
近
の
古
墳
梅
原
末
活

　
　
第
二
燐

⑯
⑰
奈
良
縣
山
邊
郡
誌
　
摩
巻

⑦
名
古
愚
市
織
炎
山
古
墳
彊
藤
交
唱
曲
愛
知
縣
吏
蹟
名
勝
天
然
紀

　
へ
品
物
調
盗
二
型
R
第
ゐ
ハ

　
辮
夫
山
は
欝
本
武
題
と
共
に
熟
罵
三
宮
御
糠
殿
の
一
た
る
宮
養
娩
命

　
．
の
翫
御
墓
と
し
て
簸
に
知
ら
れ
、
・
胃
來
鋳
州
田
紳
嘗
大
宮
司
た
る
千
秋
家

　
に
於
て
代
々
牽
凝
し
て
來
た
が
璽
活
九
年
六
月
蔀
摺
教
冒
蔀
省
よ
り
白
鳥
…

　
陵
と
典
に
熟
田
紳
宮
瞬
麟
地
と
定
め
ら
れ
た
。
大
正
＋
五
年
一
蒐
紳

　
宮
黙
に
て
は
三
三
媛
命
之
墓
．
の
標
粧
を
建
て
守
裕
の
誌
断
を
設
け
て

　
重
重
に
管
理
し
て
み
る
。

③
愛
知
年
内
古
縫
地
難
壁
　
愛
知
縣
史
蹟
名
勝
天
熱
紀
念
物
調
査
報
脅

　
書
記
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春

第
八
山
霊
繊
度

京
都
唐
墨
駿
勝
地
調
査
報
告

縣
内
藤
陵
墓
・
嗣
簿
説
地
紙
ビ
古
墳
蔦
表

紀
念
物
調
査
報
告
第
八
圓

叢
魚
蝋
廃
止
嶺
勝
天
然

齢
衆
二
ぬ
「
論
ハ
巻
　
　
第
”
弔
意
　
　
　
瓢
八
九
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